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lTp-19(P) 男女のアンペイド・ワークの分担率の相違とその要因

大竹美登利( 都立短期大学）

ポスターセッション

目的

INSTRA≫によれば、家事やボランティア、教育は、私達の生活にとって必要な労働である

が、賃金が支払われない労働( アンペイド･ ワーク) であり、それに費やす時間量の男女

差は、私的な生活領域での男女差を示していると捉えている。なかでも家事の分担率は、

家庭・家族の中での男女平等の度合を測る指標として重要である。この家事の男女の分担

率は、家族の形態や社会状況によって相違するが、国際比較においては、特に日本の男性

の分担率の低さが際だっている。生活時間や他の統計数値と対比することによって、その

要因を探ることを本報告の目的とする。

方法

U.N.   The World's Vomen 1995 やILO Year･book  of Labour Statistics などをベース

に入手可能な各国の数値を付加して。統計数値を比較検討する。

結果

１週間当りの平均家事時同量の男女の合計値のうち男の時間量の占める割合( 男の家事

分担率) が高い国はノルウx ー(38^)、オーストラリア(36%)などであるが、日本は9%と、

韓国(lほ)と並んで、統計のある国の中では最も低くなっている。この家事分担率と、婚姻

率、高等教育の就学率、女性の就業率、男女賃金格差、公的活動への女性の参加率などと

を対比し、検討を行った。その結果、男女賃金格差が男女の家事分担率の相違ともっとも

関連していることが明かとなった。

1 Tp-20(P)　Unpaid workと家族一日本の女性農業者とその夫の生活意識調査, 1995年からー

○渋川美砂子、天野寛子’

(昭和女大 院゚、 昭゙和女大政丈丿

目的:  1995年に行なった日本の女性農業者とその夫の生活意識調査から、自営家族労働

家事労働、介護労働、地域活動・地域労働における(/npaid workについての意識状況を明

らかにすることを目的とする。

方法＝調査時期は、1995年３月～８月で、生活改善グループ活動を意欲的に継続してきた
女性農業者6 グループとその夫を対象として、留置･ 本人記入方法による意識調査を実施
した。

結果：

①女性農業者とその夫は、＜労働と労働報酬＞ にっいての概念が統し 的に把握されていな
い。女性農業者の６割とその夫の７割は、報酬は家のものと考えている。女性農業者で職

業人意識は持っていても、Unpaid work であることに疑問を感じていないものが多い。

②家事労働は徹底的に女性がするものと考えられている。農家の夫は都市のどのグループ
の夫よりも家事をしない。どちらかと言えば、都市の妻パートの夫と似ている。女性農業

者は都市のどの就業形態の妻よりも、夫に家事を期待していない。
③夫妻は介護労働をPaid work とは考えていない。介護は＜順繰り＞だからUnpaid work-tr

当然であると考えている。同居の子供夫妻に期待している割合が高い。
④道路掃除など地域の労働出役の義務に対してはそれほど負担には思っていない。
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